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2.3 調査結果 

(1)堤体下流面氷塊調査 

堤体下流面の氷塊の発生状況を経年的に観察している。大きな氷塊が発生する箇所

および堤体下流面の状況は以下のとおりである。 

 
［大きな氷塊発生箇所］ 

• 3 ブロック： EL.462.0ｍ 水平打継目 

• 6 ブロック： EL.446.0ｍ 水平打継目 

• 10 ブロック： EL.468.0ｍ 水平打継目 

EL.472.0ｍ 9 ブロックとの横継目付近 

• 12 ブロック： EL.454.0ｍ 13 ブロックとの横継目付近 

• 13 ブロック： EL.462.0ｍ 14 ブロックとの横継目付近 

• 14 ブロック： EL.464.0ｍ 水平打継目 

• 18 ブロック： EL.464.0ｍ 水平打継目 

• 19 ブロック： EL.468.0ｍ 20 ブロックとの横継目付近 

 
［堤体下流面状況］ 

 
 

(2)堤体下流面スケッチ 

堤体下流面スケッチを図 2.1 に示す。 
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(3)堤体下流面漏水状況観察 

平成 13 年の 11 月から 14 年 1 月にかけて(表 2.2)、堤体下流面の漏水状況および氷

塊発生状況について集中観察を実施した。代表的な観察結果を図 2.2～3 および写真

2.2 に示す。 

 
表 2.2 漏水状況集中観察実施状況 
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